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（実験1）

（実験2）

★★★★ □ （1）　実験で、銅粉をステンレス皿に均等に広げた理由を簡単に説明しなさい。

★★★ □ （2）　この実験の化学変化を化学反応式で表しなさい。

★★★ □ （3）　

★★★ □ （4）　

★★★★ □ （5）　

★★★ □ （6）　

★★★ □ （7）　3.6ｇの銅を十分に酸化させたとき、何ｇの酸化銅ができるか。

★★★★ □ （8）　

★★ □ （9）　

隣の班の遼太郎君が、ある質量の銅粉を同じように十分に加熱したところ、加熱後の物質の質量が4.5
ｇの物質ができたと言っています。実験の方法や計測も正しいとして、遼太郎が用意した銅粉は何ｇで
あったと考えられるか答えなさい。

銅の質量をＸｇ、酸化銅の質量をＹｇとすると、銅と結びついた酸素の質量はどのように表されるか、
答えよ。

一般に、化学変化の前後では、その変化に関係している物質全体の質量は変わらない。この法則の
名称を答えなさい。

（3）の生徒を除いて、実験の結果から、銅粉と化合する酸素の質量比を、もっとも簡単な整数で表しな
さい。

それぞれ決められた質量の銅粉をはかり、それをステンレス皿に均
等に広げ、全体が黒色になるまで十分に加熱した。

　冷えたら、ステンレス皿の中の物質の質量をはかった後、さらに
十分に加熱し、物質の質量が変化しなくなるまで、何度も同じ操作を
繰り返した。

不純物が混じった銅の粉末4.5ｇを用いて、同様の実験を行った場合、得られた酸化銅の質量が5.3ｇで
あったとき、不純物は何ｇと考えられるか。ただし。この不純物は加熱によって酸化されず、質量の変化
はないものとする。

表は、太郎君～里見さんの6人が行った実験の結果を表にまとめた
ものである。

表の結果を見て、先生がある生徒に「実験結果がおかしいので、もう一度実験し直してください」とおっ
しゃいました。その生徒の名前を答えなさい。

右図のような装置で、下の表の6人は、銅粉と酸素を化合させる実験を行った。これについて、次の問
いに答えなさい。

目標時間

30分3.化学変化と物質の質量

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

太郎 花子 次郎 良子 健太 里見
加熱前の銅粉の質量（ｇ） 0.40 0.60 0.80 1.20 1.60 2.00
加熱後の物質の質量（ｇ） 0.50 1.20 0.99 1.49 1.98 2.48

1

（6）

（7）

　　　　　　　　　ｇ

（8）

　　　　　　　　　ｇ

（9）

（3） （4）

銅：酸素＝　　　　　：

（5）

　　　　　　　　　ｇ

（1） （2）

小計

合計日付
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★ □ （1）　この実験のように物質が酸素と化合することを何と言いますか。名称を答えなさい。

★★★ □ （2）　マグネシウムが空気中で酸素と化合するときの化学反応式を書きなさい。

★★★ □ （3）　

★★★ □ （4）　マグネシウム1.50ｇと化合する酸素は何ｇですか。数値を答えなさい。

★★★ □ （5）　1.20ｇの化合物を得るためには、何ｇのマグネシウムが必要ですか。数値を答えなさい。

★★★★ □ （6）　

★★★★★ □ （7）　

マグネシウム粉末を図のような装置で加熱して空気中の酸素と化合させる実験をしました。表はマグネ
シウムの質量と、加熱後の物質の質量との関係を表したものです。次の各問いに答えなさい。

マグネシウムの質量Ｘと化合した酸素の質量Ｙとの関係を表したグラフを次のア～オから選び、記号
で答えなさい。

マグネシウム粉末4.8ｇをステンレス皿に入れ加熱したが、一部のマグネシウムが酸化されず、加熱後
の物質の質量は7.0ｇであった。マグネシウム粉末4.8ｇのうち酸化されたのは何％か、小数第1位を四
捨五入して、整数で答えよ。

銅を用いて同じような実験を行ったところ、0.40ｇの銅を反応させたとき生じた化合物の質量は0.50ｇ
でした。同じ質量の酸素と反応する銅とマグネシウムとの質量比を求めなさい。

2

マグネシウム粉末の質量（ｇ） 0.3 0.6 0.9 1.2

加熱後の物質の質量（ｇ） 0.5 1.0 1.5 2.0

（3）

（5）

　　　　　　　　　ｇ

（6）

　　　　　　　　　％

（7）

銅：マグネシウム＝　　　：

（1） （2） （4）

　　　　　　　　　ｇ

小計
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